
◆巻頭言
■評議員会会長　　　　　　　井村　裕夫 ……2
■大学評価委員会委員長　　　阿部　謹也 ……3
◆大学評価事業の状況
■平成12年度着手の大学評価事業
○平成12年度着手の大学評価の評価結果につい
て ………………………………………………4

■平成14年度に着手する大学評価事業
○平成14年度に着手する大学評価実施基本計画
について ………………………………………4

◆学位授与事業の状況
■短期大学・高等専門学校卒業者、専門学校修了
者等に対する学士の学位授与関係
○1,598人に学士の学位を授与
－平成13年度10月期申請分－………………9

■認定課程(各省庁大学校)修了者に対する学位授
与関係
○19人に博士の学位を授与
－大学院博士課程相当の課程修了者－……10
○837人に学士の学位を授与
－学部相当の課程修了者－ ………………10

■認定専攻科関係
○新たに19専攻を認定 －平成14年度－……10
○認定専攻科の教育の実施状況等の審査……11
○「商船学」の単位修得の専攻基準を制定 …12
■これまでの学位授与・専攻科認定等の状況等
○学位授与の状況 ……………………………13
○各省庁大学校の課程の認定状況 …………14
○短期大学及び高等専門学校専攻科の認定状況

…………15
■平成14年度学位授与関係
○平成14年度学士の学位授与申請受付期間及び
試験日程 ……………………………………16

○学士の学位授与制度及び申請方法等関連の刊
行物 …………………………………………16
○平成14年度学位授与関係審査スケジュール

…………………………………17
■機構ホームページにおけるFAQの公開について

…………………………………18
■10周年記念誌を機構ホームページに掲載

…………………………………18
■見込申請者に対する学修成果・試験の審査結果
の通知について ………………………………18

◆機構の窓
○会議の開催状況 ……………………………19
○OECDコンサルタント、機構を訪問 ……21
○モンゴル教育科学技術文化省副大臣、機構を
訪問 …………………………………………21
○機構新施設の整備の概要 …………………22
○研究紀要｢学位研究｣第16号の発行 ………22
○海外渡航一覧 ………………………………23
○規程及び規則等の改正等 …………………23
○委員の異動 …………………………………24
○人事異動 ……………………………………25

◆就任挨拶
○評価研究部助教授　　　　袖山 禎之……27
○評価研究部助教授　　　　井田 正明……28

◆退任・転任挨拶
○前学位審査研究部部長・教授　 齋藤 安俊……29
○前学位審査研究部助教授 橋本 鉱市……30
○前副機構長　　　　　　　齊藤 秀昭……31

◆海外渡航余話
○前学位審査研究部助教授　橋本 鉱市……32

◆教職員一覧等
○教職員一覧 …………………………………33
○電話番号一覧 ………………………………35

機構ニュース大学評価 

 学位授与 
・ 

目　　次

第 27 号

学位記授与式（H14. 2. 27）

平成 14年 5月発行

資料1-12　大学評価・学位授与機構ニュース（抜粋）



平成12年度着手の大学評価事業

○平成12年度着手の大学評価の評価結果について

平成14年度に着手する大学評価事業

○平成14年度に着手する大学評価実施基本計画について

平成14年度に着手する大学評価については、3月

20日（水）開催の大学評価委員会において評価事業

の基本的枠組みである「平成14年度に着手する大

学評価事業実施基本計画」（以下、「基本計画」とい

う｡）が決定されました。（次頁参照）

平成 14年度に着手する大学評価の具体的な内

容・方法等については、今後、基本計画を基に、大

学評価委員会及び8月に設置を予定している各専門

委員会における検討・審議を経て、12月には決定し

公表する予定です。

なお、基本計画については、当機構のウェブサイ

ト（http://www.niad.ac.jp/）にも掲載中です。

0000000000000 大学評価事業の状況 0000000000000

平成12年度に着手した大学評価の評価結果につ

いては、各対象機関からの「意見の申立て」を踏ま

え、3月20日（水）開催の大学評価委員会において

確定され、当該対象機関の現況や目的及び目標、意

見の申立てとその対応などと併せて「評価報告書」

として取りまとめ、当該対象機関及び設置者（文部

科学省）へ通知しました。

なお、「評価報告書」については、当機構のウェ

ブサイト（http://www.niad.ac.jp/）に掲載するな

ど、広く社会に公表しています。

また、当機構のウェブサイトに、評価結果の全般

的な状況や評価実施上の課題などを記載した「平成

12年度着手の大学評価の評価結果について」も掲載

していますので「評価報告書」と併せてご参照くだ

さい。



（注１）対象機関数については、機構が行う評価の実施可能な機関数を示している。
（注２）実施テーマの趣旨等は「全学テーマ別評価のテーマ概要」のとおりである。
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